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1.緒

近年来超短波無線

F::l

請装~F戸■亡の急速な普及とともに保ノ､■J:

の問題とLて限られた時間に,脹られた測定都度川いて

有効な保守点検を行うにほいかにLたら良いかという間

題が きてくる(つ特に移動ノ~口無線電訴装細よ振動,温払

湿度などの使用条件が苛酷であるため,日常の保守点検

により故障の防止および故障の早期発見修即を行うこと

が大切である｡

ここに移動川の装詳一こを巾心として保守要餞と保∠守計画

につい カた このカ面にたずさわる人々にいくぶ

んなりとも参考になれば幸いであるL二′

2.保 守 要 領

移動ノー~l撒瀾魔装㌍としてSEM-051膨150Mc/FM

移動用無線電話髄潤(第1図に本休外観図,第2図に制御

器を示す)を例にとって説明する｡しかしながら下記の

保守要亀は,もちろん･一般的にほかの装㌍如こも適用でき

るもので,部ぷ,回路などの若干の肘違節所に対L-ては

応川動作を考えていただけば良い｡

2.1総合保守要領

送い機,受イ.て機,電源および制御器を組合せた総合動

作状態で下L氾の順序に従って保守点検せ右う｡

2.1.1標ホ灯の確詣

源スイッチの投入とト弓時に"
/_Iニ

l且 沫"慄ホ灯(育ラ

ンプ)がJ■､(久しているかがかを点検する=標示灯が点

火しない場合は下記によりノ∴(検するし,

(1)標示灯の断線:装抑よ1巨規に動作するから,交

摸すれば確認できる｡

(2)

二
●

電源電

漣投入

ド:電弧電圧がほなはだしく低下

継電器 作動が しないことがあるから標

示灯ほ点火せず,装聞も動作しない(Jこの場合ほ電瀾

電圧を測定し電比が約10%以上低卜していれば,充電

または交換する‥

*
しl立襲隻n三桝J~~ゴ塚_L場
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(3)電沫スイッチの不良:導通点検する｡J

(4)ヒューズ断線:交換する前に綿密に断線の煩lペ

を調査しなければならない｡調査ほ外郁接続ケーブ

ル,電溺ほl;,制御器,送H部,受有朋匪亜臣調べる′=J

たいていの場合ほ丁■鮎晶の変色,スパークの痕跡,焼損,

真空管のグロー,巽見など外部的ノ∴(検により故障箇所

を発見することができる.〕もしこれらの外部的点検に

より発見できなかった場合は装鍔を電源からほずし脊

部の抵抗値を測定し,正規状態における腰準鵬杭伯(奴

扱説明書に記載)と比較しながら故

る｡故

箇ノ_斬をつきとめ

箇所を発見Lて改修するまでほ電涼投入Lて

はならないL｣ほかの良部品の損傷を即発する危険があ

るからである(二〕

(5)電源投入継電器の点検:励磁コイルの断縦,~■-∫

動耶分に異物の介入,接点の汚損,接触不良に注意す

る,つ

(6)接続ケーブル類:電池ケーブルの断線,ケーブ

ル端子の接触抵抗,制御ケーブルの断線,接件の接触

不良などの鳴く囚をブ#通式鹸により点検するく｣

2.1.2 電源電圧の測定

各部の測定をチ~fう前に必らず入力電況電圧を測定

し,規定の入力電源電圧にあるか#かを点検するり こ

の場合電圧変動率の悪い電ま原でほ霞ま原断の場合と,待

受時,送信時でほおのおのかなり電源電ばが異なった

値を示すから注意を必要とする｡

2.1.3 待受動作の碓誹

制御器における"音量調整"ポリウムを時計ノJl如こ

"雑音制御"ポリウムを反時計方向に-一杯にl■りし"通

話 受"釘換スイッチを"通話"佃に倒して腔く1｡

電源投入後30秒すればスピーカより相当な満昔二の郡パ■

が=るから,これにより制御甜,電源,受=機が動作

していることを確認できる｡㌻ 雑古が=たならば音_F-1二調

整を2～3回時計〟ルー反時計ノ外山こ練返し卜申転ミし,ス

ムースに肯量が俊化するか香かを確めるり次にスケル

チ調整ポリウムを時計方向一杯に回転L一一定の回転rrj

より雑苗が消えることを確めた後,ふたたび反時計二〃

向に阿転して,ふたたび雅晋が出ることを確認する｡

もし雑晋が=ない場合は下記により点検する｡

(1)電線郁の故障:受‖機のヒータ電圧∴■〔;i圧測定

により確認できる｡

(2)受信部の故障:後述する｡

(3)制御器,スピーカ:配線をはずして導通点検を

する｡あるいほこの時のクリック音に注意することに

より点検するl_.

(4) 汗E一声:調怯ポリウム

(5)那音調憾ポリウム

祇扶植を側にする.

抵抗値を測定するし-.電源段

入時にポリウムの端子に帝:流電托がかかるか磨か,ま

たポリウムの回転により端手電托がスムースに変化す

るか杏か点検するし

(6) る妨早手:455kc,5.25Mc受信周

減数,あるいは強力なるスプリアス周波数*,和育二変調

妨胃二浪(1'が無変調のまま混入した場合,雑音が抑圧

されてスピーカからほ雑音がと1_‡ない場合があるし〕この

場合ほ′受f.‡機の第1局那発振川水晶片を抜いてみて雑

古が=るか否かで原因を区別することができる｡ある

いほ相手J.;)に臨んで送信して貰えばビート蓄が聞え

るし.

2.1.4 送イiて動作の確認

送受詣灘の抑ボタンを抑し送信されていることを確

めるし,このためには(l)アンテナの代りに出力計を

入れてJl†力を測定する.=.(])相手局に受信してもら

い別瞭なる通話ができることを確認する｡以上により

イ`†動作の確謁ほ酢附こできるが,もし押ボタンを押

しても送存言できない場合は下記により点検する｡

(1)送受謂儲:ほかの部品があれば交換してみるの

が-･茶筒単である｡もしない場合ほ送話器の接触部,

抑ボタン･スイッチの接点,送話儲コードの断線,端

子接続,接枠接触郁などを導通i試験と視察により念入

りに点検する､J

(2)電源切撲リレー:送信機の~高圧を測定しながら

送受話船の抑ボタンを糾したり,離したりし,電源切

襖リレーが確宍に動作しているか預かを点検する｡も

し動作しない場合,励磁コイルの断線,可動部分の爽

難物,接点の汚肌,接触不良に注意する｡

(3)通話,待受射換スイッチ:念のため通話,待受

切換スイッチが通話側に倒れているか否かを調べる｡

もし通話側に倒れており,かつ送信機のヒータが点火

していない時ほ,スイッチの導通訳験をして確める｡

(4)送†.てi祁の故障:後 する｡

=力計により測定すると規定Jlけ｣ほ‖るが,相手局

に受イト†できない場合があるし〉この場合は:

(5)空中矧一対係:空｢t嘲洞柑ケーブルを本体よりは

ずし･,中心導体と接地聞絶縁抵抗を測定する｡この抵

抗値が低い(数Mn以､~卜)(指向性およびホールデット

ブラウン形空中縦ほ直顆拍引こ導通があるからき土庄)場

合ほ,空中縦,同軸ケーブル,按栓の各部にわけてさ

らに点検する｡次に空中緑素手と:睨付金具を銅線で結

び,中心導体と外部導体の導通抵抗を測定する｡この

抵抗値が2～3n以上であれば接触不良箇所であると

みて点検する必要がある｡

2.1.5 受†】て動作の碑.認

甘口リ,Jを呼=し送=してもらう〕この場合明瞭なる



相手の音声がスピーカより出甘い£ 音量調整ポリウム

を回して最も聞き良い位置に置く｡次に相手局よりの

送信を暫時中止してもらい雑書調整ポリウムを回転

し,雑音の消える点よりさらに5度くらい時計方向に

回転してその位置壬に㌍く二.もし相手局よJ)の音声が不

明瞭で音が割れたり,こもったりしノた場合鳥下記によ

り点検する｡

(1)相手局に頼んで送話器と口の位置を変化しなが

らしやべってもらう｡送話器と口の位置を一定以上離

した場合(普通約5cmくらい)明瞭なる古市を∈鄭ナる

ならば,相手局の変調入力過大が原因であるから気こ

する必要はない｡

(2)相手局の いか確認してもら

(3)制御器スピーカ:コーンの破れ,バッフル板へ

の締付ネジのゆるみなどに注意する

(4)受 部の故障:後述｡

以上により総合動作の点検を終る｡

2.2 送信部の保守要領

動作状態において下記の要領に従って点検する｡この

場合入力電源電圧は必らず正規電圧に合わせて置くこと

が必要である｡

2.2.1メータ電流の測定

弟3図の送受信部系統図に示すように,各逓倍段の

格子 流および電力増幅器の陰極電流を読むことがで

きるようになっているので直流電流計(内部抵抗2kn.

空中線

短波無線電話装置の保′守
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感度50一札A)を恥､て測にし,正規動作時のメータ電

流と比較する｡もし測定したメータ電流値が標準メー

タ電流値と著しく異なる場合は,原則として下記要領

により点検を行い故 箇所を発見するし

(1)水晶発振子およびソケット:水晶発振二｣1の動作

はメータ電流④を読頼ればわかるのでメータ電流直の

指示がおかしい場合ほ水晶発振子の良品と交換する｡

この場合多少周波数の異なる水晶発振子であっても良

品であれば発振するから,これによってこの水晶発振

子が不良であるか否かをチェックすることができる｡

またソケットと接触部を注意し爽雑物があれば取り除

く｡

(2)真空管およびソケット:各段のメータ電流を測

定し異常ある箇所の真空管について,ヒータ点火,グ

ロー放電,衝激を与えた時の電極間スパーク, 極の

色などを視察により点検する｡また良品の真空管と交

換してみる｡真空管ソケットのピソと接地間電圧を渕

定して正規電圧 と比較する｡真空管ソケットのピン

と接地問抵抗値が標準抵抗表の偵と同じで,接地間電

圧が標準 の値と異なる時ほ,真空管の故障と考

えて間違いない｡

(3)高周波変成器:まず接続される真空管ソケッ1､

の電圧を測定し正規電圧であれば,同調匝i路を回し弟

1表に示す要統で再調整する｡もし調整部分を動かし

てもメータ電流が全然流れないか,あるいほ変化しな

低回符増巾(/)

第3同 SEM-051形150Mc/FM移動用無線電話装置送受信部系統図
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第1表 SEM-051形150Mc/FM 移動用

無線電話装置送信部メーター表

い場合は,ケースをはずしてコイルの焼損,レヤー･シ

ョート異臭などに注意する｡この場合抵抗値を測定し

ても断線,配線はずれの時以外は抵抗値が少ないので,

レヤー･ショートなどを発見することi･ま困 ●∵
●

次に同調蓄電器をはずし絶縁抵抗を測定する｡容量抜

けは容量測定器がないと測定困難であるから,良品が

あれば交換する｡以上により原因を発見し,改修した

のち再調整を取り標準メータ電流値と比較する｡長年

月を経た装置ではコイルのQが低下し標準電流値まで

ゆかない場合があるが,送信出力に影響を与えない程

度ならば差しつかえない｡

(4)側路蓄 器:ほぼ同程度の容量の蓄電器を側路

蓄電器に並列に付加してみてメータ電流が変化するよ

うならば正式に交換する｡

(5)抵抗器その他の部品: 準電圧表および抵抗表

を参照しながら各部電圧,抵抗値を測定し,不良箇所

を発見する｡あるいほ 色,焼損,異臭などにより直

裁に発見できることがある｡

(6)整合回路(メータ電流㊥のみ):舞l表の

法によりメータ電流亘)～(むについて

整

調整しても出力

計で測定して規定出力が出ていない場合ほ,整合回路

の結合を変えて再調整し,規定出力にする｡

(7)空中線切換リレー(メータ電流㊥のみ):SEM-

051型では電源切換リレーを共用しているので電源切

第5図 SEM-051A形移動用無線電話装置

外観写真

第6図 SEM-104形移動用無線電話装置外観写真

換リレーの項を参照して点検する｡

(8)空中線同軸接栓および座(メータ電流⑥のみ):

導通点検する｡

以上メータ①より㊥メータに至るまでの各電流値が

正規動作時の標準メータ電流値に等しくなるようにし

なければならない｡

2.2.2 送信出力測定

空中線同軸接栓をはずし,出力計を接続して送信出

力を測定する｡正規出力がない場合は前述2.2.1項の

第4図 SEM-051形移動用無線電話装置装着状況

(6)～(7)と同様の点検を行う｡

2.2.3 通話試験

2･1･4送信動作の確認の項と同様に

通話試験および動作確認を行う｡

2.2.4 周波数のチェック

相手局の受信部の周波数弁別器を利

用して送信周波数をチェックする｡も

し相手局受 部の弁別器平衡電流が

3/JA 以下とならなかった場合ほ相手

局の局部発振周波数が正しく,かつ弁

別器が中間周波数455kc に完全に調

整されていることが確認できる場合に

のみ,相手局の弁別出力が0になるよ

うに原発撮段の周波数微調可変蓄電辞

を回す｡送信周波数の偏動は電波法に

より規定されているから,上記のよう



な場合以外は絶対に送信部の周波数徴.洞静電音詩を回し

てはならない｡むしろ相手局の受信部の第1局充用波

数を合わせてもらうべきである｡

2.3 受信部保守要領

2.3 メータ電流の測定

第3図の送受信別系統図に示すように受信部ほ第1

発逓倍段の裕子電流,第1混含器の格子電流,振幅■制限

器格子 流,周波数弁別器平衡電流,同山力電流をおの

おの読むことができるようになっているので直流電流計

をj-一日いて測定し,正規動作時のメータ電流と比較する｡

もしこの測定値が正規動作時のメータ電流値と等しくな

〉､場合は

L二1)第1局発遁倍段の格子電流(メータ①)

2.2.1の送信部,メータ電流の測定(1)～(5)項と

同様の点検を行う｡

(二2)第1混合器の格子電流(メータ④)

2.2.1送信部のメータ

同様の点検を行う｡

流の測定(2)～(5)の項と

(3)振幅制限器格子電流(メータ④)

振幅制限器の格子電流によって高周波増幅器から中

間周波増幅掛こ至るまでの総合利得をチェックでき

る｡無信号時でも雑音により若干の

いるが,この電流により総合利得の

流が常時流れて

化を点検でき

る｡都市雑音の多い地区では時間的な外部雑音の影響

を受けてそのつどメータ電流が異なることがあるの

で,空中兼をほずして測定すれば良い｡この場合ほほ

ぼ真空管雑音と回路雑音のみと考えられるから増幅利

得,変換利得,炉波器の挿入損失,内部雑音などを 合

的にチェックできることになる｡もし毎点検時に相手

局との関係位置を一定にできるならば相手局に送信し

てもらい,メータ電流値でチェックするのも良い｡た

だしこの場合はメータ電流が飽和していないことを確

める必要がある｡これらの測定値が正規メータ電流値

と異なる場合ほ次のようにして点検する｡

点検の順序は振幅制限誤,第2中間周波増幅器,第

2混合器,第2局部発取払 第1混合器,高周波増幅

器の順に送信部(2.3.1)メータ電流の測定(1)～(5)

の項と同憬な要衝にて部品の点検を行う｡ただし各周

波変成器の調整部分ほそのままにして置き動かしては

ならない｡次に送†iほlちにある"発壬辰出力"ソケットと

空中鮨入力接栓座を導線で結び送信部忙ある"受信

整スイッチ"を"受信調整"側に倒すと送信部の原発

頻出力の高周波を用いて受信邦の高周波変成器を調整

することができる｡これほ受信部調整用として送信部

の原発振器のみを動作させてその高調波出力をテスト

オッシレ一夕の代りに使用するもので,発振出力ソケ

超短波無線電話装置の保守

第2表 SEⅣト051形150Mc/FM移動用

無線電話装置受信部メーター表
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ッ†と受信入力接栓座との結合を適当に変えてやれば

任意に 生に必要なる受信入力を得られる｡高周波変

成器の再調整は弟2表に従って行う｡第1中間周波変

成紛,第2中間周波変成器は測定器のない場合動かさ

ないことが望ましい｡

(4)周波数弁別器平衡電流(メータ@)

受信入力がない場合でも雑音による不平衡電流が2

～3〃A流れるのが普通である｡まず相手局に送

てもらい 流値を測定する｡この場合3/ノA以下なら

ば差しつかえない｡もし3′上A以上ならば相手局の発

振周波数を確めた上で3/上A以下になるよう受信部の

第1局発周波数政調可変蓄 器を回す｡次に相手局に

通話してもらい明瞭なる音声がスピーカより出れば良

い｡もし平衡電流が3〃A以下であるにもかかわらず

明瞭なる音声が出ない場合は2･1･5受信動作の確認の

項に述べた点検法を行う｡それでもなおかつ,明瞭な

る音声が得られない場合は第2中間周波増幅器,周波

数弁別器の再 整を必要とするが,これは測定器を用

いて行わなければならない｡

(5)周波数弁別出力電流(メータ⑭)

無信号時におけるメータ電流を確認する｡普通メー

タ⑦～@の電流が正規であればこのメータ電流も正規

の値を示すはずである｡

2.3.2 通話

相手局に送偏してもらい受信する｡この場合明瞭な

音声が得られないか,あるいは音声が出ない場合は低

周波増幅部,低周波出力乱 雑音制御回路の各部を点

検する｡この場合低周波関係回路はテスタを抵抗測

定にして置いて,リードの先で各段真空管の格子側に

触れるとクリック音が出るはずであるから増幅が動作

しているか否かをチェックできる｡音声が小さかった

り,めがんだりする時にほ,特に真空管の電極電圧測

定,電解蓄電器の点検を入念に行い,部品の変化があ

れば交換する｡

3.保 守 計 画

以上弟2章において点検法および故障発見を中心に無

線電話装置について述べてきたが,これらの保守点検は

計画的に行わなければならない｡わずかな時間をさいて
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保守点検を行うことにより毎日の通信の安定性を確保で

きるのみならず,未然に事故を防止でき,かつひいてほ

長期にわたる装置寿命を保証することもできる_｡以~F計

画的なる保守点検法について述べる｡

3･l随時点検および保守(3′2項定時点検以タトに随

時行う)

3･1.1機構点検

(1)

(2)

るみ｡

(3)

(4)

振脚｡

(5)

(6)

3.1.2

3.1.3

3.1.4

1.1.5

池端子の締付ネジのゆるみ

装置電源部の 池ケーブル端子締付ネジのヰ

電源ヒューズおよび締付ネジのゆる見｡

装置取付部ネジおよびナットのゆるみおよび防

空中線ケーブル按栓および接栓座の締付こ

制御器ケーブル接栓および按栓座の締付｡

示灯の確認(2.1

電源電圧の測定(2.1

待受動作の確認(2.1

送 動作の確認(2,1

3.1.6 受信動作の確認(2.1

総合保守要領参照)

総合保守要項参照｢)

総合保守要項参照)

総合保守要項参照)

合保守要領参照)

3.2 定期点検および保守毎月1回位行う

保守点検に先だって下記のものを準備する

(1)テスタ(横河製L-19形相当品)

(2)電流計( 度50/∠A,内部抵抗2kn,上記テスタ

ならば兼用できる)

(3)超短波出力計(使用周波数帯,規定出力の約1.5

倍まで測定しうるもの)

(4)回路図,定数表,標準メータ電流表,標準各部

電圧衷,標準各部抵抗表(付属取扱説明書に収録｢1

(5)調整用ドライバ

(6)その他の工具

保守点検は下記の順序に従って行い,特に部品の点検

を重点的に行う｡

3･2･1空中線関係2.1.4(5)総合保守要領空中線関

係参照)

3.2.2 筐体関係

(1)清掃

締付ネジ,ナット研ハンダ付の点検

按樺関係の接触点検

一打振脚の点検

3.2.3 送受信音【;

(1)

(2)

(3)

3.2.4

(1)

(2)

(3)

メータ電流の測定(2.2項,2.3項参照)

送日日力Ⅵ闇慌(2.2項参照)

部品点検

電 源 部

f【‡力電圧の測定

部品点検

コンパー タ刷子の点検:コミテ一夕が汚れた場

合は清掃する｡コミテータより火花が出る

すり合せを行う｡

3.2.5 制 御 器

(1)各部揉作点検(2.1項参照)

(2)部品点検

3.3 保守点検に際しての注意事項

(1)できるだけ長時間の

ほ刷子の

○とこるネノさま∴送綻

(2)送信状態にする時ほ必らず空中線またほ出力計

を接続して行うこと｡

(3) 明ら にか められた場合ほできる

だけ迅速に電源を切ること｡

(4)故障発見ほできるだけ視察,異臭,抵抗値測定

など,電源断の状態において行い,修理が終るまでほ

電源を入れ-ないようにすること｡

(5)故障品取替時など配線を行う場合ほ必らず2～

3L軒端子に巻付けてから半田付をすること｡仮配線は

将来大きな事故の原因になるから絶対にさけること｡

4.結

以上移動ffl無線

言

諸装置の保守についてできるだけ測

定器を使用しない立前で,その方法の一端を述べたが,

御使用者各位の参考になれば幸いである｡
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